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第５８回藤沢市地産地消推進協議会及び 

令和７年度第１回藤沢市地産地消推進事業実行委員会 議事録 

 

斎藤補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 開  会 
 

それでは、定刻となりましたので、ただいまから第５８回

藤沢市地産地消推進協議会を開催させていただきます。 

本日司会を務めます農業水産課の斎藤と申します。 

よろしくお願いいたします。 

 

次に、会議中のご発言についてでございますが、挙手をし

ていただき、卓上マイクを使って名前を名乗っていただいて

からご発言くださいますようお願いいたします。本日の会議

の記録を作成する関係上、発言内容を録音させていただいて

おりますので、あらかじめご了承をお願いいたします。 

 

本日の会議につきましては、１９名の協議会委員の内、 

１４名の方が出席しております。藤沢市地産地消推進協議会

規則第５条に規定する会議成立要件の過半数を超え、会議が

成立しておりますことをご報告させていただきます。 

 

また、本日ご都合により欠席の方がございますのでご報告

いたします。 

・藤沢市農業経営士協議会の加藤委員 

・藤沢市畜産会の和田委員 

・わいわい市藤沢店の大貫委員 

・江の島片瀬漁業協同組合の北村委員 

・横浜丸中青果株式会社 湘南支社の山田委員 

となります。 

 

次に、本日の議題に入ります前に、まずお手元の資料の確

認をさせていただきます。 

次第。裏面が名簿となっております。 

【資料１】第５期「藤沢市地産地消推進計画」事業実

績報告書 
【資料２】令和６年度藤沢市地産地消推進事業実行委
員会事業計画（最終報告） 

【資料３－１～２】令和６年度藤沢市地産地消推進事

業実行委員会収支決算書 

【資料４】通帳（写） 

【資料５】監査報告 

【資料６】令和７年度藤沢市地産地消推進事業実行委
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斎藤補佐 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幸田部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

員会事業計画（案） 

【資料７－１～２】令和７年度藤沢市地産地消推進事

業実行委員会収支予算書（案） 

となります。なお、机の上には閲覧用として、第５期藤沢

市地産地消推進計画を置かせていただいております。 

資料について不足等ございませんでしょうか。 

  

 本日の会議につきましては、すべての議題を公開としてお

りますが、傍聴希望者はおりませんでした。 

 

２ 委嘱状の交付  
それでは、この度、藤沢市地産地消推進協議会の委員とし

てご就任いただく皆様に、経済部長から委嘱状を交付させて

いただきたいと存じます。 

それでは、お名前を読み上げさせていただきますので、ど

うぞその場でご起立をお願いいたします。 

 

（委 嘱 式） 

舛岡 幸子（ますおか さちこ）様 

塚本 昌紀（つかもと まさき）様 

石井 世悟（いしい せいご）様 

森 一憲（もり かずのり）様 

 

※委嘱状の交付式 終了 

 

それでは、幸田経済部長からご挨拶申し上げます。 

 

改めてこんにちは、こんにちは本日は大変お忙しい中この

協議会にご出席いただきまして誠にありがとうございます。

4月から経済部長に着任しました幸田と申します。よろしく

お願いします。 

本日の地産地消協議会は第58回ということで、大変多くの

回数を重ねてきた会議という印象がございます。2009年9月

に議員提案により、藤沢市地産地消推進に関する条例が制定

されてから16年目を迎えようとしています。また、地産地消

計画がその翌年に作成されて、現計画が第5期目ということ

になっております。 

この間、地産地消協議会により、地産地消の様々な取り組

みがご審議されて成立されて実行していったというところが

ございます。またこの協議会には、生産者をはじめ消費者の

方、それから農業関係者の方、それから商工会議所の関係者
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斎藤補佐 

 

 

 

 

立石会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

河原崎 

 

 

 

 

の方それから学識経験者の方、また市会議員の方など、公募

や推薦によって様々な立場の方が委員として構成されていま

すので、私は市が地産地消協議会の方々と一体となって取り

組みを進めているということが大変有意義であって、また大

事なことだというふうに認識しております。 

地産地消協議会の計画書の中で、地産地消とはこういった

一説があります。地産地消を推進することは、単に地域の農

業水産物の消費の拡大という面ではなくて、旬と食文化への

理解、食育、健康的な食生活の実現、環境保全、良好な景観

の形成、防災、地域の活性化などの様々な効果が期待できる

と書いてあります。 

地産地消を進めることは、市民生活において健康で文化的

な生活を送る上で大変有意義なことでありますし、農業、水

産業の第一次産業の方々を守るというところでも大きな理由

の一つと考えております。 

今回も、令和6年度の地産地消の計画に基づく事業の進捗

状況を報告させていただき、次の実行委員会についてという

結びに繋げていくというふうに運びになっております。2時

間という限られた時間ではありますが、皆様の忌憚のないご

質問、ご意見によって進めていただくことを期待しておりま

すので、ぜひよろしくお願いいたします。 

 

ここからの進行につきましては、立石会長お願いいたしま

す。 

 

３ 議 題  
 

皆様お忙しいところお集まりいただきましてありがとうご

ざいます。日本大学生物資源科学部の立石と申します。今日

もスムーズな進行にご協力くださいますようよろしくお願い

いたします。着座で失礼いたします。 

早速なんですけども、議会の次第に沿って進めていきたい

と思います。議題1の藤沢市地産地消推進計画に基づく事業

の進捗状況についてということについて、事務局の方から説

明をお願いいたします。 

 

議題1につきまして事前にお配りしているA３の資料1、メ

インは画面の方に表示させていただくスライドに基づきまし

てご説明をさせていただきます。着座にて説明させていただ

きます。 

第５期地産地消推進計画に位置づけられました具体的な取
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り組みごとに令和6年度の取り組み実績を主にご説明をさせ

ていただきます。資料1につきましては、一番右側の列に、

令和6年度の取り組み実績を細かく記載させていただいてま

す。かなりボリュームがある資料になりますので、計画で設

定している目標値の達成状況を中心に、ご報告をさせていた

だきます。 

まず画面の方に表示させていただいていますけども、重点

的に取り組む政策の一つ目、藤沢ブランドの創出につきまし

ては、かながわブランドへの登録件数を21件にするというこ

とを目標にしておりましたけれども、令和6年度については

新規登録がありませんでしたので、現在の実績件数としては

19件、という形になっております。 

このように新たにかながわブランドに登録された農水産物

はありませんでしたけども、画面の方に画像を載せさせてい

ただいてるんですが、例えば出荷の時期を迎えています湘南

黒豆につきましては、直売所で売れ残る日がないほどの人気

を集めているというようなことも聞いていますし、生産者の

方も徐々に増えているそうです。 

また、専用のダンボールなどでブランド化を図っていると

いうような取り組みもあると聞いています。 

また、前回の協議会でのご報告と重複しますけども、JAさ

がみさんの方ではブランド化の候補として、種なしピーマン

の普及販売について協議が行われるといった、登録件数には

反映されていないような取り組みが令和6年度についてはあ

ったところになります。 

それからブランド創出にかかる取り組みといたしまして、

昨年度は藤沢産農水産物を利用した加工品開発支援として、

藤沢産ワインの商品化に向けてメイヴという藤沢産ワイン用

ブドウの加工にかかる費用の一部を助成しております。ワイ

ンにつきましては構造改革特区制度を活用しまして、市内に

醸造場を設けることを見据えて先進都市の視察なども行って

おります。ワイン特区制度を活用しますと製造免許の申請時

において、酒税法の最低製造数量基準が緩和されまして、ワ

インの場合は6000Lから2000Lになります。このことによっ

て、より小規模な醸造所でも酒類を製造することができるよ

うになりますので、栽培から加工まで市内で完結できる環境

が整いましたら新たな特産品となることが期待できると考え

ております。 

続きまして、重点的に取り組む政策の二つ目ですね藤沢産

農水産物の学校保育園給食供給強化につきましては、一つ目

の数値目標が藤沢産米の使用割合になっておりまして、中学
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校・保育園につきましては目標を上回る使用量となっており

ます。 

小学校・特別支援学校につきましては、目標達成には至り

ませんでしたけども、計画当初の使用量が1万2350キロだっ

たことから、令和6年度については3万4330キロ使用できたと

いうことで計画当初として比較して使用量を増やすことがで

きています。二つ目の目標である学校給食における青果物の

藤沢産使用割合につきましては、令和5年度の15.3%から令和

6年度の12.2%ということで減少しております。 

こちらにつきましては、当日配布資料として細かい資料で

大変申し訳ないんですけども、追加の資料を配布させていた

だいておりまして使用割合の算出方法ですとか、前年度との

比較について補足説明をさせていただきます。 

まずですね左側に令和5年度の実績の数字でその右側に令

和6年度の使用量の実績が記載されております。 

使用割合につきましては、発注単位がkgの品目を集計して

重量ベースで使用割合を算出しております。オレンジで網掛

けをされているのが、藤沢産が使用されている品目になりま

す。 

令和6年度実績に記載されている品目のうち赤字で示した

品目が使用割合が減少してしまっている品目になります。そ

れから表には一番右側に発注の流れというのを記載させてい

ただいておりまして、発注の8割以上が一番上に記載の一般

的な流れとあります。仲卸業者が納品を行う流れが全体の8

割以上を占める発注の流れになります。それ以外は下に記載

のとおり、地産地消モデル校で実施されている生産者、直接

取引というような流れになります。こちらの表の内容を精査

しますと藤沢産の使用割合につきましては、仲卸業者取り扱

い分の方が減少幅が大きくなっているということがわかりま

す。 

こちらにつきましては、学校給食課等にその理由を聞き取

りを行ったところ、発注時に高温障害による生育不良が発生

して藤沢産から他産地に切り替えざるを得なかった品目があ

ったというようなことを聞いております。一方、生産者直接

取引分につきましては、令和6年度から地産地消モデル校で

ある俣野・亀井野小学校において藤沢産の供給強化と、あと

は学校や生産者の負担軽減を図るために、JAの方に窓口にな

っていただいて、キャベツやトマトを納品していただくとい

うような取り組みを令和6年度から新たに開始しています。

今後ですね、青果物の使用割合の底上げをしていくために

は、仲卸業者へ出荷する藤沢の生産者を増やしてですね、藤
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立石会長 

 

 

 

森委員 

 

 

 

 

 

 

 

沢産の青果物の取り扱い量を増やしていく必要があるのでは

ないかというふうに考えております。 

続きまして重点的に取り組む政策の三つ目。地産地消の普

及啓発、食育政策との連携強化についてでございますけど

も、令和6年度の新たな取り組みといたしまして、レディオ

湘南によるラジオ放送通信講座において、有機農業を取り上

げていただくというような取り組みがありました。 

こちらの講座につきましては、市のホームページにおいて

アーカイブ配信がされておりまして、今現在も受講すること

ができますので、ぜひ皆さん、受講していただければと思い

ます。その他にも、協議会委員の皆様に関連する取り組みと

いたしましては、例えば少年の森において農業経営士会の方

を講師に招きまして、学習水田を利用した農業への理解を深

め、農耕に根ざした郷土文化、生活習慣などを学ぶ稲作体験

講座が開催されたりですとか、あとは市内の公民館において

藤沢市食生活改善推進団体の四ツ葉会の皆様を講師に招いた

食育啓発講座などが開催されております。これらの取り組み

の結果として、目標に掲げております藤沢産ロゴマークの認

知度に関しましては、市民3000人を対象にした市民アンケー

トで数字を把握しているんですけども、令和5年と同じ43.7%

の方に認知をいただいているという前年度から横ばいという

ような結果になっております。今後もですねこちらのロゴマ

ークシールを藤沢産農産物に貼っていただくなどして普及啓

発に努めてまいりたいと考えております。 

その他、長期的に取り組む政策については数値目標があり

ません。令和6年度の取り組みについては、資料1の方に記載

をさせていただいているとおりで、概ね例年通りの内容とな

っております。説明は以上となります。 

 

ただいま、事務局から説明がありましたが、 

他に各機関で追加の実績報告やご質問などがございました

らお願いします。 

 

湘南地域県政総合センター地域農政推進課の森と申しま

す。よろしくお願いします。一点教えていただきたいんです

けど先ほど学校給食における青果物の藤沢産の使用状況とい

うご説明いただきまして聞き漏らしていたかと思うんです

が、一般的な流れとモデル校の取り組みということで対比し

てご説明いただきました。 

その中でモデル校についてはJAさん間に入っていただい

て、学校に納めているということでしたけども、最後のご説
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明の中で今後仲卸業者様への出荷を増やしていこうというこ

とでご説明いただきましたけれども、その辺をちょっと理由

を教えていただきたいということが1点、それとあともう一

点は、この藤沢産のロゴマークについては何か例えばシール

を配布するなりあるいはそれに対してその助成するなり、そ

ういった取り組みをされてるんでしょうかというところで

す。以上2点です。 

 

まず1点目のモデル校と、あとは一般的な流れの関しまし

ては、まずモデル校において学期末に、生産者や学校の栄養

士さんそれから農業水産課等の職員が集まった振り返り会議

というのを開催しています。 

その中で一つ課題になっているのが、モデル校でいうと俣

野・亀井野のモデルの発注の流れで言うとオレンジ色で示し

た一番下のやり方の場合ですね。給食への青果物の提供割合

を増やすために一つの方法として、まず学校に納品する生産

者を増やすということが一つ考えられると思います。その場

合ですね一つ問題があるのが、学校側が注文をする窓口とい

うのが納品する生産者の数に応じて増えていってしまうとい

うことがあります。なので、じゃがいもAさん、玉ねぎをBさ

ん、人参をCさんという形でたくさんの方とやり取りをしな

いといけなくなるというところが一つ課題としてありますの

で、モデル校のような生産者直接取引分の使用量を増やして

いくっていうところには、そこの発注であるとか、あとは納

品であるとか、そういったところを中間的に担っていただく

ような役割が必要ということがあります。そこを解決する一

つの方法として、令和6年度からJAさがみさんにご厚意で間

に入っていただいて、キャベツやトマトといった生産が盛ん

な農産物についてそれらの生産部会から集めたものをJAさん

に配達していただいたりとか納品していただいたりというと

ころの取り組みを始めました。そういった課題を解決しなが

ら、直接取引分についてもなるべく使用割合を増やしていく

ことができればなというふうに思っています。 

それから2点目のロゴマークシールに関しましては、農業

水産課の窓口、それからですね、JAさがみさんのわいわい

市、それからコメディハウスといった直売所の方で出荷する

生産者の方には、上限枚数などは設けておりますけども、現

在無償で配布をしておりますので藤沢産のPRのために貼る手

間などはあるんですけども、貼っていただいてるという形に

なります。 
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他にございますでしょうか？特にないようですので、ここ

で1番については、これで終わりたいと思います。議題では2

番のその他というのがありますが、何かございますでしょう

か？事務局も含めて特段ないようですので以上をもちまして

藤沢市の地産地消推進協議会の本日予定していました議題は

全て終了しましたので、進行を事務局にお返しいたします。 

どうもありがとうございました。 

 

ありがとうございました。 

これをもちまして第５８回藤沢市地産地消推進協議会を閉

会とさせていただきます。 

 

令和７年度第１回藤沢市地産地消推進事業実行委員会 

 

１ 開会  
 引き続き、令和７年度第１回藤沢市地産地消推進事業実行

委員会に移らせていただきます。 

ここからの進行につきましては、立石委員長お願いいたし

ます。 

 
２ 議 題  
それでは、「議題（１）令和６年度藤沢市地産地消推進事

業実行委員会事業計画最終報告について」事務局から説明を
お願いします。 

 
続きまして議題の一つ目藤沢市地産地消推進事業実行委員

会の最終報告についてご説明をさせていただきます。お配り
している紫色のスライドと、あと同じものが画面の方にも表
示されますので、どちらか見やすい方をご覧いただければと
思います。 

令和 6年度の実行委員会事業につきましては、今年の 2月
に、一度中間報告をさせていただいておりますので、大変申
し訳ありませんがそこから進捗のあった内容を中心に、ご説
明をさせていただきますので、資料の右上の数字の 7 のスラ
イドまで飛んでいただければと思います。 

まずオーガニック給食の提供に関する事業につきまして
は、令和 6 年度から試験実施を開始しておりますけども、ま
ず 11 月 12 月にサツマイモを大学芋にして提供をいたしまし
た。その後 3 月には菜の花をすまし汁として提供をして、本
格実施に向けた課題整理等を行っております。実行委員会で
は食材費を負担しているところでございます。 

続きまして 1 枚進みまして、8枚目のスライドの地産地消
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イベント事業に関しましては、オーガニックマルシェに関す
る取り組みとして 12 月にオーガニックマルシェを開催して
以降ですね、1 月 2 月 3 月とミニオーガニックマルシェとし
て開催を継続しております。 

続きまして、12 のスライドまで飛ばさせていただきま
す。動画やプロモーションビデオによる地産地消の普及啓発
ということで、予算を組んでおりまして今年度につきまして
は、新たに登録された藤沢産利用推進店を紹介する動画とい
うのを作成しております。こちらについてはわいわい市で仕
入れを行っている店舗を紹介する動画となっておりまして、
仕入れの様子から撮影した動画を作成して、現在 YouTube な
どで公開をしております。せっかくなので 1 分半程度の動画
になりますので今この場で流したいと思います。 

～動画視聴～ 
こちらの動画につきましては、せっかく作成したものにな

りますので、YouTube 以外にも公共施設のデジタルサイネー
ジなどでも流して地産地消の PR を行っているところになり
ます。 

続きまして 13 枚目のスライドとして同じく藤沢産利用推
進点を PR する事業として食べ歩きマップの作成をしており
ます。当日配布資料として机上配付させていただいたのが令
和 6 年度に新たに作成しましたマップになります。 

1 種類目が藤沢駅周辺のマップになってましてこちらにつ
いては、既存マップの内容を更新して増刷するものになりま
す。それから水色の方につきましては、食材に着目したマッ
プということで新たに令和 6年度は湘南しらす版という湘南
しらすを提供する飲食店を紹介したマップを作成しておりま
す。こちらにつきましては、宿泊施設や駅などで配架してい
ます。 

最後ですね、藻場の保全事業ということで、藻場保全に取
り組む江ノ島フィッシャーマンズプロジェクトの海藻種苗の
投入活動に対しての支援を行っておりまして、具体的にはわ
かめの種糸、養殖ロープ、傭船料などにかかる経費の一部を
支援しまして藻場保全活動の推進を図ったところでございま
す。 

個別の事業の説明につきましては以上となりまして、収支
決算につきましては資料 3-1 およびその内訳を 3-2 に記載さ
せていただいているとおりとなっておりまして、一部ですね
未利用魚活用した学校給食の提供などの事業が、未利用魚が
獲れなかったことによって実施できなかった等の事業の変更
がございまして 52 万 7015 円の負担金を市に戻入しておりま
して、6 万 4169 円を次年度へ繰り越すという形の決算とな
っております。取引記録の確認資料として通帳のコピー、資
料 5 につきましては、本日ご欠席になりますけども、幹事の
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山田委員に監査をいただいております。令和 6 年度の最終報
告は以上です。 

 

ただいま事務局の方から昨年度の事業計画の最終報告につ

いて2月の中間報告後の分についてご報告ありましたが、質

問やご意見ございましたらお願いいたします。 

 特段ないようですので次、議題の2番ですね今年度の件に

なります。令和7年度藤沢市地産地消推進事業実行委員会事

業計画案について事務局からご説明をお願いいたします 

 

そうしましたら資料6、今度は水色の資料の方になりま

す。こちらもお配りしている資料と同じスライドを画面の方

に表示しますので見やすい方をご覧になりながら説明を聞い

ていただければと思います。 

令和7年度の実行委員会事業の計画につきましては、令和6

年度の取り組みを継続していくということを基本にしつつ、

前回の実行委員会の中で意見交換をしていただいて、出た結

果を踏まえて作成した事業計画案になります。 

スライドの2ですね。こちらが新しい取り組みを計画して

おりまして、地域特産物の生産加工に関するセミナー開催及

びかながわブランド登録品のPRということに取り組みたいと

考えております。これまで1次産品の創出に向けた支援に取

り組んできたのですが、いきなり登録されるような1次産品

の生産には至らなかったっていうところが課題としてありま

した。前回の実行委員会でいただいた意見を踏まえまして生

産者の方にブランド化ですとか、加工品開発による付加価値

向上のメリットをまず感じていただくということが必要かな

というところで地域特産物の生産加工に関するセミナーを開

催したいと考えております。 

セミナーの内容といたしましては日本特産農産物協会の方

に、地域特産物マイスターの講師派遣を依頼しまして、栽培

や加工技術について好事例がある方から生産者の方が直接指

導を受けるというような内容を考えております。 

それからですね現在藤沢産ブドウの藤稔をかながわブラン

ドに登録することを直接、JAの果樹部会委員の方に働きかけ

をしておりますので、登録された場合には、のぼり旗等のPR

活動を支援できるような体制を構築していきたいと考えてお

ります。 

続きまして、3枚目のスライドの未利用魚を活用した加工

品開発及び学校給食での活用検討につきましては、令和5年

度から始めた取り組みでございまして、令和5年度は9つの学
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校で給食として提供することができたんですけども、昨年度

についてはまとまった量の未利用魚が漁獲されなかったこと

から給食提供ができませんでした。 

しかし加工会社や流通業者のご協力をいただいている取り

組みですので、今年度も公立小学校特別支援学校全36校で、

給食提供するということを目標に取り組みを継続したいと考

えております。 

報道では、過去最長の7年以上継続している黒潮大蛇行に

収束の兆しが観測されているというようなことも聞いており

ますので江の島沖の定置網の漁獲量が増えることを期待した

いと考えております。 

続きまして、4枚目のスライドは藤沢産の農産物を利用し

た加工品開発の支援ということに、今年度についても継続し

て取り組みたいと考えております。内容としましては、昨年

度はワイン用ブドウの加工品開発をしましたけども、今年度

についても新たな加工品開発の取り組みがあった場合には、

それに対して支援をできる体制を継続したいというふうに考

えております。 

5枚目、小学校でのふりふりバター体験事業、保育園児と

の生産者交流につきましても昨年度同様取り組みを継続した

いと考えております。ふりふりバター体験事業につきまして

は、やまゆりポーク生産協議会の方と連携をして、畜産の授

業とバター作り体験を実施するものになります。保育園児と

生産者の交流事業につきましては、昨年度とは違った保育園

でバケツを使ってお米を栽培するというような講座を実施し

て、生産者との交流機会を増やしていきたいというふうに考

えています。 

続きまして6枚目、オーガニック給食の提供についても、

まだ本格実施には今年度の時点ではいたっておりませんの

で、本格実施に向けた試験提供を継続したいというふうに考

えております。令和6年度から新たに取り組んできて、新た

にわかってきた課題としましては、例えばこのスライドの写

真に載せさせていただいてるんですけども、虫食い部分が多

くて、さつまいもの提供に当たっては、調理員の方総出でそ

この部分を除去するというようなことが昨年度はありまし

た。試験提供は児童数の少ない学校で行いましたので、何と

かこのような対応でも提供することができたんですけども、

今後取り組みを市内全校に拡大する上では課題が残る結果と

なったと考えてますので、試験提供を継続実施するというも

のになります。 

続きまして地産地消イベント事業、具体的にはオーガニッ
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クマルシェ、元気バザール、サンセットマルシェについて

も、継続実施を考えております。主な変更点といたしまして

は、オーガニックマルシェの取り組みが3年目になりますの

で、生産者の方のご要望なども踏まえまして、現在の案とし

ましては11月に初回を開催して以降、年度末まで毎月開催す

るような取り組みとしたいと考えております。 

続いて8枚目のスライドが花育体験イベント事業、PR花卉

等購入費になります。昨年度はこれまで藤沢市役所で実施し

ていたものを神台公園に実施場所を変更するなどの取り組み

を行ったりとか、PR花卉につきましても、花以外の農産物を

藤沢市役所本庁舎以外で展示するというような取り組みをし

ておりまして、PRの機会を増やしておりますので、そういっ

た取り組みを継続していきたいと考えております。 

9枚目が緑育体験イベント事業になります。緑育について

は緑に親しみを持ってもらうために緑の育ち方や環境との関

わりを体験してもらう事業になりまして、これまでの植木品

評会に代わってより市民の方に身近に植木生産に感じてもら

える機会を創出するということで、令和6年度から新たに取

り組んでいる事業になりますけども、令和7年度についても

継続実施していきたいと考えております。 

10枚目のスライドにつきましては先ほどご覧いただきまし

た動画を使った地産地消のPR活動というのを継続するものに

なります。 

11枚目は食べ歩きマップの作成ということで、昨年度から

先ほどご紹介した食材別のマップ作成に取り組みました。結

果としては、消費者のニーズに合ったマップを作成できたの

ではないかというふうに考えておりまして、今年度について

も、昨年度はしらすでしたけども別の食材で作成していって

バリエーションを増やしていきたいと考えております。既存

のマップについてはホテルから追加配布の依頼等がありまし

て在庫が少ないものもありますので適宜増刷していきたいと

考えております。候補としては藤沢産のブランド豚を食べる

お店の紹介であったり、代表的な作物である藤沢産のトマト

を美味しく食べれる飲食店の食べ歩きマップなどを作成して

みてはいいのではないかと考えております。 

続きまして12枚目のスライドが藻場保全事業になりまして

こちらも取り組みの継続になります。昨年度から開始した藻

場保全事業への支援ですけども持続可能な生産環境を維持す

るために取り組みを継続していくものになります。藻場につ

いては、多くの生き物の産卵、育成の場であるほか二酸化炭

素吸収源にもなりますので、この藻場を保全することによっ
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てブルーカーボンクレジットの取り組みに波及するであると

か、そういったところも期待できるかなと考えております。 

事業計画としては次で最後になりますけども、湘南藤沢市

民マラソンにおける藤沢産の産物のPRということで、市制85

周年を記念して行われる湘南藤沢市民マラソン開催の機会を

捉えまして、ランナーの皆様等に農産物を提供することで、

市民の皆様が魅力に気づいていただけるような大会としたい

と考えております。他市の事例では岡山マラソンでシャイン

マスカットを配ったりとか、近くの事例では三浦国際市民マ

ラソンで三浦大根を配布している事例などがございます。湘

南藤沢市民マラソンの場合は開催日が1月であるということ

と、あとは江の島と湘南海岸が会場となっているということ

がありますので、量が確保できるようであれば、例えば湘南

しらすをランナーの方に提供して魅力をお伝えできるような

内容にできるといいかなと考えています。 

個別の事業の説明につきましては以上で、予算案とその内

訳につきましては、資料の7-1と2に記載のとおりになってお

ります。前年度の実績に応じまして一部事業の予算額を見直

して増やしたものと減らしたものがあります。説明について

は以上です。 

 

はい、どうもありがとうございました。 

事務局の方から今年度の事業計画について説明がありまし

た。基本的には大きな事業計画に基づいて計画されています

が、一部については前回こちらのメンバーで行われた実行委

員会での検討結果に基づいて計画されているということにな

っております。これについて何かご質問やご意見ございます

でしょうか 

 

まずオーガニック給食の提供に関してなんですけど。令和

5年度が10万の予算をつけていて決算額4万2100円で、7年度

が５万の予算額ですから中身は同じものなのかなっていう感

じがするんですけど、先ほど説明があって今後は全校実施に

向けてというお話もあったんでね、ちょっと説明がかなり飛

躍してるんだなと現実から見ると思うんですけど。おそらく

これは生産者がいらっしゃる学校で1校だけで1回やったって

いうだけの話ですよね。ですから全校実施っていう観点から

するとハードルが高いんですけれども。しかしそこで課題は

何かと考えたときに、やっぱり生産者との連携がやっぱり重

要であって、例えばこの次にオーガニックマルシェなんかも

やられてるのでオーガニックマルシェなんかに例えば出店さ
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れる生産者等をしっかりオーガニック給食の提供という観点

で協議なり可能性を図っていくとか、今はサツマイモだけで

すが、例えば葉物とか生産されている方も私も知り合いもい

ますんでね。その課題に向けてやっぱり発展的に努力をして

いくっていうことが重要ではないかなと思うんですけど、そ

の点いかがでしょうか？ 

 

昨年と同じでなくて、もう少し発展的にというようなご意見

でよろしいですね。今ご指摘いただいたとおりですね、今年

度についても予算的には小規模校で試験的な形になるんです

けれども、ご指摘いただいたとおり全校実施に向けてオーガ

ニックマルシェですとか、あと新規参入者連絡会というのが

あるんですけれども、そういったところでオーガニック給食

に向けた組織化というかですね。皆さんで同じものを作って

みませんかという投げかけもしておりますので、今可能性が

あるとしたら、人参とかでしたらある程度貯蔵性もあります

し、作ってる方もかなり多いということもあって、まずはそ

ういったところから今後繋げていければというふうに考えて

おります。 

 

生産者に対して情報共有しながら、働きかけている感じだっ

たんですけど、要は消費者の立場からすると、学校側にオー

ガニック給食の良し悪しを理解していただいて、導入に積極

的になっていただかないと、消費する学校側が全く後ろ向き

になれば話が進まないと思うんですよね。だからそういうと

ころのやっぱり協議というか、そういったものも進めていく

必要性があるかなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

 

学校給食課ともですね、打ち合わせの場等も設けております

し、先ほどお話があったとおりモデル校については、振り返

りの会議等も設けておりますので、そういった中で栄養士さ

んの方のご意見ですとか現場の調理師さんのご意見も伺いな

がら、オーガニック給食の取り組みがどうやったら拡大でき

るかということを検討していきたいというふうに考えており

ます。 

 

現場の声などを聞きながら、ご検討の方よろしくお願いいた

します。他にどうでしょうか。 

 

藤沢の特産物マイスター制度というのも説明いただいたんで

すけど。受講者像はどういう方を受講対象としているのでし
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ょうか。 

 

現時点ではまだ具体的なところまでは決めているものではな

いんですけども、一つのやり方としては新規参入者の連絡会

といったような生産者の会議体を農業水産課の方で所管して

ますので、そういったところに投げかけをして、どういった

ニーズがあるのかっていうのを把握したいと考えておりま

す。懸念としては何か特定の品目をブランド化するっていう

ような内容まで固まれば、より実効性のあるセミナーを開催

することができます。そういったことができるのか、それと

もまだまだそこに至るまでの前段階として品目などを固定せ

ずに開催する方法がいいのかといったところについては、実

施に向けて内容を検討していきたいと考えてます。 

 

些細なことで予算書なんですけど。イベント参加料の予算は

2万円じゃないんですね。これ計算すると2万になっちゃうん

じゃないかな。 

 

参加者料としてはおおむね500円程度で、参加人数としては

それぞれの花育、緑育で20名程度を見込んでますので、これ

については予算額2万ということで、資料の誤りでした申し

訳ございません。 

 

いくつかあるんですけども、一つ目がワインの件です。 

これはメイヴに限らずっていう認識でいいんですかね。 

 

そうですね。加工品の開発支援に関しては、ワインに限らず

それ以外のものであっても何か市内で生産されている農産物

を加工して付加価値を高める取り組みを今年度実施したいと

いうような方がいらっしゃいましたら支援の対象としたいと

考えてます。 

 

そうなってくると、地産地消という意味において、地消より

も他消ていうのかな、要素が強くなっちゃうのかなと思うん

ですけど。そこら辺はどのようにこの地消に結びつけるため

のこの加工品の推進になるのか、お伺いしたいなと思うんで

すけど。 

 

この開発支援については、当初についてはそれほどの数量も

できませんので、いきなり他消っていうことよりは市民の皆

さんに知っていただくということで、このワインについても
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そうなんですけれども、まずは市民の皆さんに知っていただ

いた上で、それから他消に繋げていく、外に向けていくとい

うような流れになろうかと考えております。 

 

先日茨城の方に視察に伺ってですね、そこは地産地消のフォ

ローとして加工品の生産を行っていて、生産者さんも10作っ

たら7割ぐらいは普通に製品として出せるけど3割ぐらいは破

棄せざるを得ない。そういったものをある意味加工品にする

ことによって地消を進めて地産を守っていく活動に加工品を

活用されていたんですよね。地産をサポートする意味におい

てこの加工品というものが活用できるといいなと思うと、実

際どれだけ今生産者さんの第一次産業での製品というものが

破棄、無駄になってるのかっていう割合というものが、品目

別に何か調査されたりとかしてるのかどうかっていう質問で

す。 

 

具体的にどれだけ廃棄処分されてるかっていうところまでは 

調査してないですし、なかなか難しいというふうに思ってお

ります。ただ、例えばトマト農家の皆さんもちょっと過熟気

味になったものですとか、そういったものはジュースだとか

そういった加工に回すようなこともしておりますので、今委

員おっしゃられたような廃棄する手前のものを加工に回すっ

ていうところで地産を守るという取り組みについては、実際

に今でも行われておりますし、今後につきましてもそういっ

た部分のフォローを何かしら我々の方でお手伝いできれば、

そこは力を入れてやっていきたいというふうに考えておりま

す。 

 

動画PVの作成のところなんですけども、もう既に周知されて

ることの質問なのかもしれませんけれど、このYouTubeチャ

ンネルおいしい藤沢産TVの先ほど紹介していただいたおはな

Diningって今回も掲げている予算で、一つの新しい認定され

た店舗が紹介されるのになんか投入されていくような感じに

なるんでしょうか。認証制度のインセンティブということに

もなっているかと思うんですけども、例えば応募多数であっ

たりした場合に、また新しいところが手を挙げてっていった

ときに、動画にしてもらえるのはとてもいいこと嬉しいと思

うんですけど、その辺の何か選定基準であったりとか、その

11万円という予算で1店舗しか紹介できないのかなとか、そ

の辺が周知徹底されてる話なのかも含めて教えていただけれ

ばなと。 
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利用推進店のPR動画の選定については、新規登録店舗に限る

ということではありません。要件があるとすれば、認定制度

には使用割合等に応じてふたキュン・ひとキュンのランクが

ありますので、まずはふたキュンの店舗の紹介動画っていう

のを作りたい、要するに認定ランク上の店舗を対象にしたい

というふうに思っています。 

それから認定店に対しては通知等を送る際に、PR動画の作成

っていう取り組みをしているので、作成希望がある店舗につ

いてはご連絡をくださいと周知を全体に対して行っていま

す。6年度に作成した動画については新認定店舗でなおかつ

使用割合が多くてふたキュンの認定を最初から取れた店舗

で、コミュニケーションも一番最初の段階で取れたっていう

ところ。それから仕入れをわいわい市の方でやってらっしゃ

るっていうところだったのでそこも含めて動画にできれば、

仕入れの段階での選んでいる様子とかっていうのが目に見え

る方が、消費者の方によりわかりやすいかなという理由で選

んだ形になっています。 

あとはこの費用に対する効果っていうところでは、やはりも

っと効果的な方法ができればというふうには考えておりま

す。現在についても撮影については我々事務局の職員が行っ

て、編集を専門業者に依頼をしてということで低減を図る努

力をしてるんですけども、他の事例なども参考にしながらよ

り効果的にできる方法があれば切り替えてやっていきたいと

いうふうに考えてます。 

専門業者に依頼する以外にも、職員がスマートフォンで撮影

したものを現場業務等の中でイベントの様子とかを撮影をし

てショート動画で出すような形は費用がかかりませんので、

そういったものも並行しながらなるべく更新頻度を上げてい

きたいというふうに思います。 

 

すいません藤沢市が進めている地産地消の定義というか、こ

の委員会もそうなんですけど、私は市民公募で今回参加して

ますけど、一農家としても参加した意味があると思ってまし

て、今日にんにく収穫したんで持ってきたんですけど。新規

就農者で私は農業というものに入りまして、そこの新規就農

者の方達がどちらかというとオーガニックであったり有機農

業というものにすごく興味があって活発に動いてる方がいる

と思うんですけど、結局途中でやめていく方がすごく多いと

いうのが現状で、この藤沢市が求める地産地消というものが

オーガニックなのかあくまでも地産で作ったものを地消する
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ものなのか方向性がいろいろあってですね、皆さんのオーガ

ニックっていう感覚が、無農薬なのか低農薬っていうものに

関しても違うと思うんですけど、藤沢市が進めている推奨す

るというか、まだ少しずつ様子見ながらっていうところもあ

ると思うんですが、あくまで2050年までに有機農家を50%、

化学農薬を使用しない農家さんを増やしていくという方向で

動いているのかっていう。なんだか結局地産地消委員会があ

るんですけど、先ほどもあったように藤沢市で作ったものを

藤沢市で処理することが目的なのか、オーガニックで作って

いくことが目的なのか、作る方たちを増やしていくのか、何

か自分の中で少しごちゃごちゃしてて、そういう統一した方

向性というものがあればお聞きしたいなと思って質問させて

いただきました。 

 

まず藤沢市が求めているのが有機農業なのか、それとも地産

地消なのかっていうようなお話でしたけれども、まず地産地

消を推進していくというのがこの地産地消推進計画の中心に

なっております。もう一つですね、都市農業振興基本計画と

いうのもあるんですけれども、そちらでは有機農業の取り組

みについて国が示しております、みどりの食料システム戦略

が掲げている2050年までに全耕地面積の25%を有機農業の取

り組み面積にしていくというものがあるんですが、それに 

沿った形で、都市農業振興基本計画は数値目標を掲げており

ます。 

ただ現実的に今、途中経過見ておりまして、なかなか25%有

機農業の取り組み面積にしていくというのは相当なハードル

が高いということもだんだんわかってきましたので、そこに

ついては若干の下方修正も必要になってくるかなというふう

に考えております。まずは今ある農地の面積を極力減らさな

い、少なくとも農振農用地の面積自体は減らしていかないと

いうことが藤沢の農業を維持していくことに繋がると思って

おりますので、まずはそこを目指しております。そのため

に、地産地消の推進も必要ですし、有機農業の取り組み面積

の拡大というのも必要になってくるというふうに考えており

ます。 

 

次に議題の3その他ですねになりますけども、全体を通して

何かございますでしょうか。 

 

全体的なことなんですけども、実は私地産地消推進条例の提

案議員の1人でございまして、今から十数年前ですね、2009
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年だったと思うんですけど、9月定例会でいろいろいつも質

問してる立場から答弁する立場に変わって緊張してやった記

憶がありますけど。その中で条例に基づいてこのように計画

立ててやってるのは大変素晴らしいことであるし市の地産地

消というものは大きく具体的に推進されてるとは思います。 

ただ当初から大きなテーマがあったのは自給率のことがあり

ました。国においては40%っていうような状況の中で、国に

おいても自給率を上げていこうという動きの中で藤沢市とし

ても自給率どうやって上げられるかっていうことも地産地消

の大きなテーマになってないんじゃないかなというふうに思

います。生産者を守り見える形にして消費者を繋げていくっ

ていうだけではなくて、地域の自給率をどう上げていくかっ

ていうこと。 

しかしこれは簡単に口では言うんですけど、多分おそらく藤

沢市の自給率はいくらなんですかっていうふうに言われて

も、とても計算しづらい状況にあるかなっていうふうに思い

ます。私もそう思いながら農林水産省のホームページを開い

てみましたら、地域の自給率を簡易ではありますけど、計算

できるのシートなんかも提供されていて、エリアの人口と、

それからそのエリア内のいわゆる農水産物の生産高を例えば

トン数なりを入力すると、一応計算できるようにはなってま

す。ですから大事なのは生産高をどう把握するかっていうこ

とが私は課題でありそれができればそういった数値が見える

化も可能かなっていうふうに思うんです。従ってそういう藤

沢市内での個々の産物の生産高。そういうことを把握するこ

とはできないのかどうか、聞かせていただければなというふ

うに思います。 

 

個別の生産高をどう計算するかというところで、かなり前か

らいろいろ検討はしてまいりました。農協の出荷したものの

数量は把握できます。それと、例えばわいわい市ですとかコ

メディハウスのように農協の運営している直売所のこれは出

荷金額になってしまうんですけどもそういった金額も把握で

きます。個人で販売されてるものについてはなかなか把握が

難しいところがありますので、国の統計資料で出てる産出額

というのはあるので産出額とあと個々のデータを組み合わせ

た形でどのように現実に近い数字が出せるのかっていうのは

今後検討していきたいというふうに考えております。 

 

他にありますでしょうか。特にないようでしたら、これをも

ちまして本日の議題は全て終了しました。ご協力によりまし
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て円滑に会議が進行できましたことについて御礼申し上げた

いと思います。それでは、進行の方なんですけども、事務局

の方にお返ししたいと思います。 

 

 

３ 閉 会  
  

それでは、以上をもちまして令和７年度第１回藤沢市地

産地消推進事業実行委員会を閉会といたします。本日は、

長時間に渡りありがとうございました。 

協議会委員の任期は、１１月２３日までとなっておりま

す。任期満了前に所属団体への推薦依頼や市民公募委員の

募集を行います。次回の協議会は１月２２日を予定してお

ります。 

年度途中には必要に応じて、部会を招集することといたし

ますので、その際はよろしくお願いいたします。 

なお、本日、事務局でご用意させていただきました藤沢

市地産地消推進計画、右上に会議用のテプラが貼ってある

ものにつきましては、返却となりますので、机の上にその

まま置いておいていただきますようお願いいたします。 

 

終 了 

 


